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概要 
 超音波診断装置をもちいて、肝臓疾患（慢性肝炎、肝硬変など）の自動診断システムの構築をおこ
なっている。肝臓疾患の診断をするために、一般的に良く用いられている超音波断層画像をそのまま
解析するのではなく、断層画像を構成するために計測されている元データである超音波 RF エコー信
号時系列を解析する点が、特徴である。 
 一般的に、断層画像は、２００ラインあまりの超音波 RF エコー信号から再構成される。ここでは、
アロカ ProSound 5500 によって、計測された 209 ラインの時系列を解析し、コンピュータをもちいた
自動診断システムを製作している。 
 また、解析する領域を自動的に取り出すために、B-mode 画像において、肝臓領域を自動的に検出す
るアルゴリズムの開発をおこなっている。 
 肝臓疾患患者の臨床データとして、大阪警察病院の協力のもとに得たデータを解析し、ニューラル
ネットワークをもちいたアルゴリズム等により、診断システムが進化し、診断精度が向上していくシ
ステムの構築をおこなっている。 
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